
夜尿症診療アルゴリズム(夜尿症診療ガイドライン 2021 より抜粋) 

 

器質的疾患等が
あればその対応

＊1 無効 ： 治療開始後、
    夜尿頻度が0～49％減少

＊2 NEに対する抗コリン薬の
    保険適用はない

非単一症候性NEの
昼間の下部尿路症状への対応

（次ページ）

  
無効＊1
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切り替えも可

＊1

  無効＊1

夜尿症（NE）

生活指導（CQ3）

症状・身体所見・病歴［便秘の確認（CQ5）］
排尿（便）日誌・検査（CQ2）

薬物療法（デスモプレシン）（CQ6） アラーム療法（CQ9）

アラーム療法とデスモプレシンの併用（CQ10）

＊2 NEに対する抗コリン薬の

抗コリン薬＊2（CQ7）や三環系抗うつ薬（CQ8）の併用

併存症の精査目的に専門家に相談
（CQ7、CQ8、CQ11）

二次性NE

単一症候性NE
（夜尿のみ）

一次性NE

非単一症候性NE
（昼間尿失禁などの下部尿路症状を伴う）
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単一症候性NEの対応
（前ページ）

便秘の確認（CQ5）

便秘あり 便秘なし

昼間の下部尿路症状持続

昼間の下部尿路症状持続

昼間の下部尿路症状改善
＊3 過活動膀胱に対して
　処方する抗コリン薬に
　小児用量は設定されていない

抗コリン薬（CQ7）＊3

定時排尿指導（CQ4）定時排尿指導（CQ4）
＋

便秘治療（CQ5）

昼間の下部尿路症状
（おもに昼間尿失禁）
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夜尿症の診療アルゴリズム

併存症の精査目的に専門家に相談
（CQ2ー3、CQ4、CQ11）


